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　【社会的活動】

　【学内活動】（学内職歴を含む）

①

国際男女バレー
ボール試合のタ
イムアウトの予
測に関する研究

共

②

国際女子バレー
ボール試合にお
ける各ローテー
ションフェイズ
のサーブレシー
ブに関する研究

共

①

バレーボールに
おけるゲームの
流れの分析と戦
術支援に関する
研究－報告書－

共

平　成　１８　年　度　　教　育　研　究　業　績　書

最終学歴 中京大学大学院体育学研究科修士課程修了

取得学位 体育学修士

所属学会 日本体育学会、日本スポーツ方法学会、日本運動・スポーツ科学学会、
日本スキー学会、バレーボール学会

現在の専門分野 スポーツ指導・方法論

研究課題 バレーボールに関する戦術及び技術分析について

日本バレーボール協会医科学サポート委員会調査部副主事（1995年から）
講座講師　本学教養講座（桜井）

教職・司書・健康スポーツ主任、人事委員、学生相談員、
男子バレーボール部顧問

概　　　　　　　要

（学術論文）

著書､学術論文等の名
称

単著､
共著
の別

発行又は
発表の年月

発行所、発表雑誌等
又は発表学会等の名

称

2007年3月 日本バレーボール協
会医科学委員会 テ
クニカルスタディ－
2006 「 日 本 バ レ ー
ボール協会」

バレーボールの試合の流れの分
析と戦術支援に関する研究とし
て、タイムアウトがその後の試
合にどの程度影響したかを、各
ローテーションフェイズごと得
点推移を算出し、勝敗に及ぼし
た要因を明らかにした。49-62p

2007年3月 日本バレーボール協
会医科学委員会 テ
クニカルスタディ－
2006 「 日 本 バ レ ー
ボール協会」

バレーボールの試合の流れの分
析と戦術支援に関する研究とし
て、サーブレシーブが試合にど
の程度影響したかを、各ロー
テーションフェイズごとの推移
を算出し、勝敗に及ぼした要因
を明らかにした。41-48p

2007年2月 2006年度国立スポー
ツ科学センター委託
研究「日本バ レー
ボール協会医科学サ
ポート委員会」

本報告書は、全日本男女ナショ
ナルチームの競技力向上を図る
ため、様々な角度からデータを
収集・分析し、より効果的な戦
術支援システム」の開発を試み
まとめたものである。

（その他）


